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わたしたらた務磁増然を愛 ιま

奥明日香
有本 倍美

石舞台から東へ約1キロ弱、奥明綱香の風情を色濃く残す細川谷をさかのぼり、県道の終点にある気都和既神

社横の鬱蒼たる樹木の間のつづら道を上がると、急に視界が開け田畑が広がる小集落「尾曽」に着く。戸数は中

心にある「威徳院」を入れてわずか数戸、どこか落人伝説の残る侍まいである。周辺大字の冬野・畑。上G細川・上

居などはこの峰上にある多武峯の旧妙楽寺雛 の淡山神社)との関係が強く、中世つ興亡に明け暮れていた

時、この裏山付近が隠れ家として存在していたようで、古代 中大兄皇子(後の天智天皇)と中臣鎌足が密談して

蘇我氏滅亡への談合に利用されたのはこの辺りではなかつたろうかと言わ鴻 。現在、過疎が進み棚日は高齢

者にとつての耕作不適、また、若い人達は便利に暮らせる都市生活への分離生活が強いられている。

くさぐさの紅案分け入り尾曽の里

めひしばや二百十日を知らぬ顔

漆喰の家並の自し秋の色

峠より案山子の風の来るらし

稽(ヒツプ)日に窯煙たなびく奥明日香

多武毅 も腹道を冬野、畑、入谷、橋森の集落を通つて飛鳥古道を芋峠まで、車道で途切れたところから獣道を

高取城跡へ。一升坂の手前猿石を右へ下ると再び栢森の女綱に出る。この一月は「奈良人と自然の皆様Jには

お勧めのコース。特に栢森から芋峠までの飛鳥古道は大海人皇子(後の天武天皇)が壬申の乱の直前、近江京

から飛鳥嶋の官を通つて吉野入りしたとき、また、持統天皇が在位中に二十数回吉野詣でに利用されたという。

途中、かつての茶屋の石垣がわずかに残つており、なんともいえないロマンを感じる。この飛鳥古道は精森の総

代であつた嶋村清隆さんたち森林組合の方々が再現整備されたもの。また、嶋村さんは「飛鳥川の原風景を取り

戻す仲間の会」の会長で、私もこの会の発起人の一人として名を連ねています。すでに結成後十年経過し、一年

に五回活動している。事務局長は水谷道子さん(0744-24-5802)で哺琳インストラクターの国家資格を持った人。

次国活動は11月 16日 (日 )、 関心のある方は難 てヽみてください。

ほかに桜井や多武峯から吉野上市に通じている竜在峠、細峠があつて、国学者本居宣長は竜在峠を利用して吉

野へ、俳人松尾芭蕉は細峠を越えて 「雲雀より空にやすらふ峠力織 J の句を残け0ヽる。

http ://wwwjustmyetage. com/trome/naranature/

人とaぶの各



思いでの記

奈良の葦駄天さん

川井 秀夫

平成 14年 9月。寺田 正博氏 (前 幹事)弓場 厚次氏 (現 事務担当)の提唱により、

県下の東海自然歩道 (全長13仙 )、近畿自然歩道(120競 )を研修コースとして、四年間に亙り

実施し、人気シリーズとなりました。

四季の移ろいを感じながら自然観察は元より、文化遺産の社寺仏閣、古代遺跡、更には雄

大な山河を借景に、古街道、集落の作まいなど、「まほろば 大和」の醍醐味を満喫し、あらた

めて奈良の自然美と、日本の基底文化に心を打たれたものでした。

印象に残る事も数多く、柳生から笠置のコースでは刈り上げた日園の一隅で、ヤマカガシ

とカエルの対決があり、捕食する瞬闘カエルが大跳躍をして難を逃れる風景を見て、火事場

の馬鹿力とはこの事かと少し滑稽さを覚えたものでした。

初冬。額井岳のコースではジョウビタキが逃げもせず、私の50米先をいつまでも水先
案内をしてくれ、ほのぼのとした気分になつた事も記憶に残ります。

山の辺の道コースでは「天理J辺 りだったでしょうか、肺然とした激しい雨に会い、中

止宣言をしたものの女性陣から強行の声多く、最後まで完歩し、現代女性 ?の勇気に圧倒

されました。

さて、この長丁場をフルコース完歩された方が四人おられます。東海 往コースの松本

厚子さん。東海 復コースの勝田 緑さん。近畿コースの福谷 琴子さん、林 令子さんと
正に『奈良の女葦駄天』と尊称を差し上げたいと思います。何故か男性の名前の無いのが

残念ですが。

特に、松本さんの印象が甦ります。良妻賢母の雰囲気のある方で、川西市 花屋敷から

参加され、執念の満願成就だったと思います。当時の感想文の一節に「出掛ける度に、こ

の一瞬しかないと言う新しい出会いがある事を心に決めて・・ 」と記されています。

家庭事情で第ニシリーズ半ばで姿を消されましたが、どこかで新しい出会いを楽しんで

おられる事でしょう。

福谷さん。最初に月例会でお会いした時は少しひ弱な印象でしたが、吉野・ 官滝のコー

スでは上り道を余裕をもつて克服され、人は外見で計れないなと改めて感じた事でした。

後年、私の進めでシニア自然大学で研修され、我々の山仕事にも積極的に参加され「女

は強し」を印象づけてくれましたが、最近お姿を見ないのが気がかりです。

勝田さん林さんとは、身近でご一緒の機会が多く後述致しますが、福谷さんといつも'ご

一緒だつた吉村さつきさん。あと一回と言うところで完歩成らず、無念だったと思います。

他に柳田弥知子さん、山田 洋子さん、宮沢喜代子さん、市村ご夫妻ら限りがありませ

んが、益々のご活躍を祈ります。女性の名前ばかりでスミマセン.

次回は忍辱山を舞台に男の群像をご紹介致します。

◆ 【ご訂正】 前号 会計 平木 充子さんは豊島すみ子さんの誤りでした。
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シニア轟然大学の機関紙 l①辱号 1こ投穂された Fク圏マダぅソテツシジミの探索Jの記事よ惨、
9月盆8懇 軍速 我が家の鉢植えのソテッ(穫1齢 2の年)を観察。今年まま例年に/~3く 発育が運く8庭
下旬に彗葉が出ると同0春に策端iま黄色化が始まつ彙事|こ業の先端部が描死.鉢の同遅に成堂が2頭、
幹の根元 :こ羽:L進行中のクロマグラソテッシジミが襲を震遊始峰た信体、業の襄∽幼安、幹の

業度の蛹の記録写真を「奈良 。人と自然0会」所属で橿朦嘉霊虫館 :こ霜○用電置付で報告しヽた
りました。このシジ葉チ曇参まま東南アジア懸産で迷しヽ蝶として昨年 ∈Ю07年)は八菫曲から
沖縄諸轟を北上し、鹿月轟から秋に1ま宝塚まで一気:こ進感しました。今年iま書から宝塚 e池憲

率周選で多数発生し、京都 。伏電の個香室神社の樹齢40◇年の醸雄―対のソテッ (義天然記
念物)が大被塞を受 :すまし難.成虫の雌iま約4◎◎{固を産藤し、食撃 i恵ソテツの若業で2遍閥電
度で蒻化し、成意として2邁間生患する、かな準の移動力を持つ蝶この事です。
は原市毘宝館 :こは本津;i:毒の報告 (奈良県羮2◎◎船)に続き、古′::祐理さんの難宅 (奈震
市松陽金)での観察報告を電◎露1瞳 に、また輔j::奪瞬さんからの「ならまるセンターJ前の
ソテツで増◇露4曇まこ観察した記録を「奈農 。人と無然の金」の会員として報告しております。
余震県下での糧金抵露安館で 1ま初言こ録このことで、種懸華内で|ま確認されてきちなもヽ様です。

唯、鍵報として8尾以降に富雄や生譲燕内でも見つかり、学園議でも確認側があるそうで、

奈良県北部で iま蛹などで聞違いな<越冬して定着すると悪われるとの事です。標本層の優体は
保存し、奈喪華 (芭 1:i)。 本津∫:1蕪 (馨場)舎標本として震宝館 lc~委託じました。
来蕎、人事なソテッをお持ちの藩はッバメシジミやルリシジミの様なシジミチ華サがプテッ
傷尾選で興かけたらご注意<ださしヽ。なを、殺意理通して有権リン系殺安剤 (楊秒V参撃i剤 )
が蕎効この事ですが竃繊」物で轟性が強く、取扱が厳重ですので安易な使薄 iまお控くださしヽ.
(現在、奉国産冷凍インゲンマメで話題のひc聾 ]o「vosです。)
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秋耕や一三昧の人のあり 秀 夫

なら山里山林。にんにく0大根の畝の整地が始まる。

春の収穫が楽 しみである。「一三昧」は一生懸命の意。
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卜 。し球■卜 Z鋳 冒0周

9月 27日 (土)快晴 シニア自然大学実習生の受人、菜の花プロジェクト 参加者43名
奈良・人と自然の会で始めての教育実習生 10名を受入れた。オリエンテーション (会、
ならやまプロジェクトの紹介)に始まり、活動中のA地区の樹木調査、間伐実習、伐採竹の

活用、塁山観察など、限られた時間に実りある体験をしていただくため、かねて準備してい

たマニュアルに従つて実施する。昼食時はプタ汁を頂きながらの懇談会、最後は総括質疑で

締め括る。和気議々の雰囲気の中で、納得のいく実習となつたのではなかろう力、 この中か

ら、ならやま里山林の景観保全活動に共感し、新しい仲間が生まれることを期待したい。

奈良生協のメンパーと協働の菜の花プロジェクトの種まき。A地区山地に隣接する畑あと
の荒地を耕起し、昨年の 3倍の広さを準備した。来春、一面の菜の花で埋められる風景を想

像ながら、除草、間引き、土寄せ、施肥と、楽しい苦労がスター トする。  午後 3時解散

9月 30日 (火)' ならやま畑当番 3名
当番の日を活用して、芋畑のあとに、ダイコン (青首、聖議院)の種を播く。時期は少し

外したが、折からの恵みの雨が遅れを取り戻してくれるだろう。  12時 解散

10月 9日 (本) A竹 林整理 b地区笹薮刈り DE山 地観察路整備  参加者 19人
A地区の山地の竹薮の整理が進むにつれて、この当りに柴栗を多く自生している事がはつ
きりしてくる。竹に圧倒されながらも、まだかなりの実をつけている。一息入れたところで、

栗拾いする。あつという間に3リ ットルも取れただろうか。皆大喜びで持ち帰る。

夏期ス トップしていたb地区の笹薮刈りを再開する。元は田圃跡のフラットな地形だから、

2年後に全部刈り終えたら、索晴らしい遊びの広場が生まれることになるだろう。

DE地区の山地の自然観察路の整備事業を本格的に開始する。 10名の調査隊が観察路
上の倒木、危険木のチェックを一日がかりで終え、地図にプロットした。その数約 200ヘ
安全に十分配慮 しながら、撤去作業を開始し来春までに散策路の整備する計画である。

第 2回 目の芋掘 り実施。今年も味は上々のナル トキントキに感謝して、カンパ 2400円 。
「ならやま基金」へ入金させていただきました。ご芳志に多謝。 3時解散

「ならやま山の日Jが設けられました
10月 の幹事会で、 11月 以降、全員が山作業に従事する「ならやま山の日」を設けるこ

とが決つた。忍辱山国有林の経験者を中心に、整備活動と要員の育成を図ることになります。

(古り:1 祐司 記)

10月 9日 u卜 )

フ勁勒マが満開け 。カ ジト 、ヒャクニチソウ、コ斉口喘贅 咲してι離す。

シ謝 ルツリーの精もたわわ日案を付け間もなく収穫期を還えます.山にはシバグEJR山落ちて鵬彙走.
野ではイヌタデ、llJ・●デ.セイタカ77タチツウ、ツュクサ、ミ1内′バ、夕書 く、キツネノマゴ、チジミリリ専
色uだ00花が競合しても離す。つる性檀犠の材 ムグラ、勁 ラシ、ア野 ウリも精―有りる神 ばし
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ならやま里山林目燃観察レノ生ト

花を咲bttt球す。 (林 令子)



*** ならやま権餐り *藩 寒
ならやまは今、秋草の花盛りです。美しく色づいた基物ツルノコ柿の大本を背景に、山野

草ニジアには、ホ トトギス、アオバナホ トトギス、フジバカマ、ミズヒキソウなど。花壇 :こ

|ま、ハナナス、キツネナス、コスモス、百日草、ハナジンジャー、などが咲き乱れて、サイ

クリング、ジョギング、散歩する人々の筐を楽しませています
=

思わず立上まって声をかけてこられる人も多々あり、景観形成活動の絶好の PRチャンス
をなっています。そう云えば、 10興 18日 (土)の午菫幸、フジバ寿マにアナギマダラも
来て我蜜 していました。渡りの時難が近いのでしょ子から

まだ、一度も来ていられない方、心ならずもご無沙汰のメンバーさん、

ますよ。一寸足を悴ばしてみられては舞何でしょう。     (古 メ||

なもやまの見虫……。褥鰊灯鞣予ヘ

一見の価値はあり

補司 記 }

菊り|1 午瞬

款もいよいよ深まりましたので、おおかたの昆虫は次世代に生命を託してならやまから姿を装

し、淋しくなりましたc次世代を手:き継ぐ子孫たちは落ち葉の下、土中、朽本の中などで奔、幼

虫あるいは蛹の姿で厳しい冬に備えています。 しかし、一部の昆薫まま成ムのままで越冬します。

晩秋や冬の暖かしヽ日,こ姿を硯す
・のはアカタテハ、ルジタテハ、キタテハ、ムラすキシジミなどの

チョウです。 露だまりでZ電をいつぱいに広げて蒙光浴をしている姿をよく見かけます。

チョウ琴以外ではオサムシ、クフガタムシの一部 (コ クフガタなど)、 テントウムシの一部、ツ

チイナゴ、クビキブギス、ミツバチ、スズメバチ類の女三バチ、カメムシ類の一部などが成ムで

越冬します=カ メムシやテントウムシ|ま人家を越冬場所にするものもあります。カメムシが暖か

1・ 部ヽ屋へ入り込んできますと、俄然元気 :こなり、臭い匂いをまきまらしながら電灯の周準を飛び

溺つて、家人を辞易させることがあります。そのほか、人家の片解でクビキリギスがひつそりと

越冬しているのを見か:することもあります。

オサムシは昆虫ファンにとつてなかなか人気のある昆三グループです。この虫:ま往々、轟当た

,のよい崖の主幸で越冬しますので、その収集家に:ま冬こそシーズン到来で、シャベルや手録を

武器にオテムシ採り:こ挑戦します。崖の上を掘り起こすことで、簡単に、たくさんの種類を手:こ

入れることができるそうです。上の中で眠つているところを御理にするのですから、芋掘りみた

レヽなも参で、「オサムシ掘り」ともいうそうです。ちなみに、漫画家の手塚治虫氏 (故人)はオサ

ムシ大好きの昆虫少年だったそうで、初理に:まベンネームを手塚治虫 (オサムシ)と名のり、そ

の後、治虫=オサムに改めたということですc

ならやまにおいても、これからの季節、簿の付けどころによつては、現虫や蛹なども含めて、

それなりに興味深い昆虫観察ができるのではないでしょうから私は昨冬、ベースキャンプ前の出

中で、朽本の中からオサムシの仲間のマイマイカブリ、少し珍し

いオオツノカメムシなど数種の昆虫を発見しています。ベースキ

ャンプ周辺ではキタテハなど越冬チョウの日光浴が見られるでし

ょうし、枯れ草の中からひょつこリツチイナゴが現れるかもしれ

ません。自転車道の側溝に溜まった腐葉土の中にはカブトムシの

幼虫がいるかもしれません。これらはほんの一例で、シーズンフの

昆虫観察も一興かと思います。 キタテハ



羅 .スとβttη釘 の体臓と″い

古り:1浩(平成 20年 4月入会)

兵庫県豊岡市.

絶滅したコウノトリを「野生に返す」で一躍、知名度が高ま
つた田舎町。私の故郷です。

.

18歳まで百雄を手伝いコウノトリと共生していました。その後、農薬が原因で絶減
してし

まいました。5年前に人工飼育した「ヨウノトリを野生に返そう」
の運動がはじまり私も早

速、メンパーに入りました。

コウノトリを野性に返すには「自然環境の復元が基本であるJと認識、基本
を学ぶために

シニア自然大学で学習を開始し、現在 (同研究部―
所属)に至っております。

この 4月 より「奈良.人と自然の会Jにお世話になつたのも「自然環境の復元、保護、保

存Jなど共通の目標であつた為です。

人会して 7か月を経過しましたが奈良盆地独特な景観と環境が気
に入り、ロケーシヨン

も抜群で、年齢を感じないチャレンジ精神に富み、独創的
で創造力,技術力豊かな先輩に

恵まれて、いるいろな事を教わりながら、マイ
ペースで楽しく作業が出来るので自己満足

に浸らている次第です。

さらにササユリ、クフガタ、ハイタカなどいろいろな貴重な動植
物が見られる自然環境が

残つていることは何となく心強い限りです。

これからはエリア内に現存する広大な自然林を整備・保護し、草花、
野菜、穀物づくり

を継続しながら、段階的に『大島桜などの花木ゾ
ーン」、「トチノ木、シイノ木などのゾ

ー

ン」、「りんご、桃杷、桃、杏などのフルーツゾ
ーンJ、 『栗、梨、柿、梅などのゾーン」を

作り、ポランティア活動後の収穫の楽しみと景観
のレベルアップになりうるような樹木、

花井等を植えて、いろいろな野鳥が飛来する自然環境
づくりに貢献できればと思つており

ます。

禁震だ錫 でノθ事

松尾 京子

奈良 0人と自然の会の会員になつて半年。会報でやつと都合のいい例会をみ
つけて勇んで

申し込みましたが12回とも雨で中止、結局参加したのは、新入会員歓迎会のみ !いつも

いい企画なのに残念です。新入会員歓迎会のあつたかい雰囲気と創造的な野外料理
の数々

に感心しました。会報もいつも楽しみに読んでいます。川井前会長の季節感あ
ふれる俳句

をはじめt奈良の自然、歴史、文化について教えられることが多いです。奈良に移り住ん

で 10年、しみじみいいところだな―と思います。とくに、桜の咲く頃はこんなところにも

桜の本があつたのかと心が華やぎます。奈良の自然を大切に育てる活動にはん
のささやか

なお手伝いでもできたらいいな―と思い入会しましたし例会だけでなく、ならや
まプロジ

ェクトにも参加してイチゴやブルーベリーなどつくつてみたいです。今後ともよろ
しくお

願いします。
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子どものころ、和歌山市の郊外に住んでいました。今はもうすつかり町になってしまいま

したが。学校から帰ると鞄を放り出し、網とバケツを持ちて近くのイリ||や田んぼへ直行して

いました。その頃は日のあぜ道にも、小りllのほとりにも、野道にも、多種多様の生きものた

ちが住んでいて、みな大切な友達でした。神社の大きなムクノキの実が熟す頃は弁当箱いつ

ぱいのおみやげができました。今はすつかり様変わりして、家、家、家です。

4月 5日 奈良・人と自然の会に入会させていただいて、はじめての行事で大仏鉄道と鹿
背山城跡ヽ。当日、ちょつと緊張しながら加茂駅に下り立ちました。集合した時、温かい会

の雰囲気にほっとして楽しい一日を過ごさせていただきました。

5月 6日 新入会員歓迎会のために、先輩が高の原駅までお迎えに来てくださり、はじめ
て、ならやま里山林ベースキャンプを訪れました。いつも国道 24号線を車で走っているそ

のすぐそばに、こんなすてきな場所があるなんて、大発見でした。

先輩方のそれはそれはお心のこもつた素晴らしいお料理をごちそうになり、傲特していただ

き、大感激。ありがとうございました。友人とは「来年は私達も・・・Jと話し合ったこと

でした。これからもよろしくお願い致します。

何にも出来ませんが… :         森英雄
会社定年と同時に待望の四国歩き通路に出かけ、それからは毎年、春に四目を理る事にな

つて願打ち(1番から88番まで)と逆鶉  (88番から1番まで)合わせて4回歩きました。

その流れで矢田寺遍路道保存会で保全活動などを少し始めながら、シエア自然大学に入学。

大学では、毎通の講座よりも“反省会"(要するに飲み会)の方に熱を入れていた劣等生ではあ

りましたが、自然に対する色々な見方・考え方などを楽しく教えていただけたと思います。

最初に受けた教育実習は去年4月の「生駒棚自クラブ」でした。メンパーが夫々の仕事を楽

しんでいる姿を見るにつけ、私も塁山に関する事をやつていきたいという気持ちは決まうたよう

に思います。昼食時に「奈良市内にもつと広い土地でこれから色々な活動をしていきたい場所

があるんだよ。どうですか?Jと白髪口長靴の人から声をかけられた記憶がありますが、今思うと

「奈良 人と自然の会Jの川井前会長でした。不思議な縁を感じます。

奈良の里山クラブに入りたいという事で見つけたのがこの「人と自然の会J。 自然大学の率

業を待たずに入会させて頂きました。何も強みはありませんが、とにかく色々な事を勉強させて

頂こうと、忍辱山や塁山での作業・子供相手のイベント等に参加しました。これから前向きな明

るく楽しい雰囲気の会の中で、楽い でいきたいと思つています。よろしくお願いします。

7



鬱繹蜀賤鯨扇禦薇炒襲はつらゆ

谷川 高太郎
涙の数だけ降り積もる枯葉が重なるように 寂しく冷たい体を寄せ合いながら

やがて訪れる冬から惜しまれる秋に 別れの言葉が送られる日が来るのは辛いけど

今年の秋も忍び寄る雪空を逃れ落ち葉のように 季節の川を下り長い旅路に出るのだ

北から南へ下る冬将軍は無情にも 秋への郷愁を抱く胸に吹きつ:する冷たい風穴だ

そう遠くない冬が幻の衣を脱ぎ捨てたのを 眠りについた明日の夜明けは知つている

ミノムシ轟世物語-9月 うちの庭に大発生したミプムシの一部を欲ししヽと言われ無人に分!質議ず亀

ところ珍しtから展示させてとしつことでもヽまや万博公園自然観察館の展示室に説明文付きで展示され

てしはす。これ!お知軒ミノ源のミノムシで1990年代後半から外国からきたオオミプガヤ夢リバエに寄生されて

現在では見か鋼こくくなプれ るヽおだそうです。

B庭でなんか視線を感じ施 です。そしたら目玉(5ミリと3ミリくらい)が二つこつちを見ている…
。何 これとア

ケどに近付しヽて見たら茶色で5センチくらいの大きなもヽもむし:キヤー : 調性 らアケ昨ンハとし`う蛾の幼

虫で8薦 :こ多く発生しアケピの葉を食べ 驚くと体を丸めて大きな目五模様を見せるんだつて。こつちがびつ

くりです まつたく。

☆ (斑鳩)神南高圧線にコシアカツパメ

10月 8日 30羽 智 目186羽

種4目 7羽・15日 51羽・17朦 80羽

20目 60羽 622日 160羽

・ 大和り!|にオシ ドリの♂初お目見え 12日

17日 20日 。21日 初めは換羽の途中な

ので 12日 頃はあまり美しくなかつたの

ですが、20日 頃は美しくなつていました。

・9月 27日 コガモ初認・10月 5日 マガモ初認

(勝田)

(斎藤)

りき拐よう∫膠等

大和り:!にて マガモ♂` ♀
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